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   According to the records of Wakayama Labor Standard Office, at least 1,085 workers had 
been exposed to benzidine or p-naphthylamine in the dyestuff factories in Wakayama City.By 
October 1988, 101 of them (9.3%) were confirmed to have urinary tract tumors. Including 2 
other cases exposed in Osaka, a total of 103 cases of occupational uroepithelial cancer were 
studied here clinically. 
   Site of tumors was bladder in 91 cases, renal pelvis in 2, ureter in 5 and papillomatosis type 
in 5. The age at the time of diagnosis ranged from 25 to 87 years with a mean of 53.8 years. 
The average latent period was 22.7 years, but the older the age of the worker at the start of 
exposure, the shorter was the latent period. 
   In Wakayama, the proper systemof healthy examination for chemical workers using urinary 
cytology was begun in 1970. Since then, more tumor cases have been discovered in comparison to 
the patients admitted with subjective symptoms of hematuria. The effectiveness of this group 
examination was significant in the incidence of total cystectomy in surgical treatment and in sur-
vival rate. 
   In the comparative study between the groups of patients with occupational and spontaneous 
bladder cancer, the average age at diagnosis in the former was about ten years younger. 
Although the histological grade of tumor was not different between the two groups, the incidence 
of total cystectomy was lower and the survival rate was significantly higher in the occupational 
group. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 35: 2015-2022, 1989) 













































よび取扱 いに,3ヵ 月以上従事 した職歴を有し,腎
孟,尿 管,膀胱などの尿路上皮に腫瘍発生が認められ









































1)曝 露 物 質お よび 発 病 率
大 阪 府下 で,benzidineに被 曝 した2例 を 除 く101
例 中,95例 はbenz三dine,6例は β一naphthylamine
被 曝 例 で あ った.な お両 物 質 に曝 露 され てい た3例
は,よ り発 癌 性 が 強 い と され て い る β一naphthylamine
に よる もの に 含 め た.和 歌 山労 働 基 準 監督 署 の 調 査 に
よる と,和 歌 山 市 で は 過去1,085名に お よぶ 被 曝 者 の
存 在 が 明か に され て お り,こ の うちbenzidineは874
名,β 一naphthylamineは211名と され て い る.こ れ ら
を母 数 と して 腫 瘍発 生 率を 計 算 す る と,benzidineで
は10.9%,β・naphthylamineでは2.8%とな り,全 体
の腫 瘍 発 生 率 は9.3%と な った(Table1).
2)発 病 時 年 齢 お よび 潜 伏 期 間
発 病 時 年 齢 は25～87歳(平均53.8歳)に分 布 し,被 曝
開 始 よ り発病 まで の 潜伏 期 間 は4～48年(平 均22.7
年)で あ った.benzidineなどの製 造 あ る いは 取 扱 い
に 従 事 した 被 曝期 間 は,3ヵ 月 な い し23年(平 均5・1
年)で あ った,

























































































































発 病 時 年 齢(歳》


















に示 した.こ のうち膀胱腫瘍 症例について比較する
と,膀胱全摘除術が必要とされたものは,検診群で6
例(14.6%)であったのに対し,自覚症状群では17例

















































Fig.2.検診 群 お よび 自覚症 状 群間 で の比 較
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生を認めたことに よって注 目された.当 初eXanilline
が腫瘍発生の原 因物 質と考 え られて いたが,後 に
2019
anillineの発 癌 性 は 否定 され,同 じ く芳 香 族 ア ミンで
は あ る が,ジ ア ゾニ ウ ム塩 の カ ップ リ ングに よ って 発
色 を え る とこ ろのazo色 素 の 中 間物 質 であ る,benzi-
dineや β一naphthylamineが原 因 物 質 と して 強 く疑
わ れ る よ うに な った.1914年の第 一 次 大 戦 を契 機 と し
て,そ れ ま で ドイ ツお よび スイ ス に集 中 して い た 染料
化 学 工 業 は,わ が 国 も含 め て世 界的 に 拡 が り,同 時 に
職 業 性 膀 胱 腫瘍 の発 生 も各 国 か ら報 告 され て ぎた.そ
して,Hueperら9)に よる犬 を 用 い た β一naphthyla-
mineの発 癌 実験,英 国 で の 大 規 模 な疫 学 的調 査1。)
な どを 始 め と した 多 数 の 研 究報 告 に よっ て,こ れ らの
物 質 の発 癌 性 が 確認 され るに 至 って い る.
発 癌性 が最 も強 い と され て い る β一naphthylamine
の製 造 は,欧 州 各 国 で は い ち早 く1930～1950年代 に 中
止 され,benzldineにつ い て は,そ の生 産 工 程 を 閉
鎖 式 にす る な ど技 術 お よび環 境 管 理 の 強 化に よって 障
害 予 防対 策が 講 じられ て きた が,な お 新 た な腫 瘍 発 生
が み られ た ことか ら,英 国 は1967年,ドイ ツは1971年,
お よび 日本 で は1972年にbenzidineの製 造 を も禁 止
した4・11・12).一方 米 国 では1973年に な り初 め て 法 的
に 規 制 され,1976年に は 最 後 に 残 った2つ の 企 業 が
benzidinc生産 を 中 止 して い る13>.現在 わ が 国 では,
労 働 衛 生 法 に よ って,芳 香 族 ア ミ ンの うち β一naph-
thylamine,benzidine,4-aminobiphenyl,4-nitro-
bipheny1,および これ らの物 質 を1%以 上 含有 す る も
の は,尿 路 発癌 性 物 質 と して,研 究 室 で の 許 可 を えた
使 用 な どは例 外 とされ るが,そ の製 造 お よび 取 扱 い は
禁 止 され て い る4).従 って,1895年Rehnの 報告 に
よって 始 ま った 職 業性 尿 路 腫瘍 の 歴 史 は,一 つ の終 止
符 を 打 つ こ と とな るが,ほ か の 職 業性 癌 と 同様 に,被
曝 よ り発 病 まで の潜 伏 期 間 が きわ め て長 いた め,今 日
で も新 しい 発病 者 がみ られ て い る.
染 料 化 学 工 場 で の こ うしたbenzidineなどに 被 曝
した従 業 員 に お け る尿 路 腫 瘍 の 発 生 率 に つ い て は,
Scott14)によれ ば667名中123例(18.4%),加野15)は
430名中57例(13.3%),また わ が 国 の 染 料化 学 労 働 者
の90%近 くを 網 羅 した とされ て い る 化 成 品工 業 協会 の
工場 衛 生委 員会 に よる1973年末 時 の 調 査 で は,3,310
名 中146例(4.4%)と 報 告 され て い る12).今回和 歌
山 市 に お け る発 生 率 は1,085名中101例(9.3%)と な
り,こ れ は和 歌 山労 働 基 準 監 督 署 の調 査 ら1。)によ れ
に よる 被 曝 者 総 数 を 母 数 と して 計 算 さ れ た.Case
らに よれ ぽ,尿 路 腫 瘍 の 自然 発 生 率 と比 較 し たrela-
tiveriskは,β一naphthylamineで61倍と 最 も高 く,
benzidlneで19倍お よびct-naphthylamineでは16






































によっても指摘されている,一 方,著 者 らと同様の
結果はCaseら10),Tsuchiyaら17)によっても報
























利用していることか らも,異 論のな いところで ある
が,そ の検診による治療上あるいは予後における効果







































































1和 歌 山 市 で は,過 去benzidineあるい は β一
naphthylamineの製 造 に従 事 した1,085名の うち,こ
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